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小学校教員の理科学習指導における実態調査 

～宮城教育大学教育学部生徒との比較～  
 

馬場俊介¹, 渡辺尚² 
宮城教育大学教育学部理科コース専攻¹,理科教育講座² 

教員養成を目的とした宮城教育大学の学生と宮城県内にある角田市内の小学校教員を対象に理科教

育や研修に関する意識に着目し、Web(Google) と質問紙を利用したアンケートを用いて理科教育や研修

に関する意識調査を実施し、両者を比較した。その結果、学生と現職教員の間で「実験器具や薬品につ

いて難しいと感じるもの」や「理科の指導で難しいと感じる学習内容」の項目においていくつかの違い

が明らかになる中で、未履修と経験不足の要因が大きいことが示唆された。その問題点を解消するため

には、高校理科の分野選択制の見直しや、大学で学生が高校時に履修してこなかった理科分野を必修に

する体制を整備するなど現学習指導要領改訂以上に思い切った改革が必要になると考える。 

 

キーワード: Web アンケート、初等理科教育、学生と現職教員、理科支援、実態調査 

 

1. 問題の所在 

 平成 20 年度小学校理科教育実態調査及び中学

校理科教師実態調査に関する報告書[1]では、理科

教育については「一人ひとりの子どもに、将来、充実

した家庭生活や社会生活を営む上で基盤となる科学

的な素養を身に付けさせるとともに、科学技術発展の

担い手として社会に貢献する人材を育てること」を重

要な役割と捉えている。教員については「この役割の

実現に、理科を教える教員は最も影響力のある存在

である。」と指摘している。 

また科学技術振興機構は理科の授業における観

察・実験活動の充実及び教員の資質向上を図ること

を目的とした「理科支援員配置事業」を平成 19 年か

ら平成 24 年まで実施した。各政令指定都市や都道

府県で行われたアンケート結果からは、教員の授業

の充実面と指導力向上面、児童の興味・意欲・ 理解

面いずれも概ね高い効果を得ているという報告[2]が

ある。 

平成 22 年には仙台市科学館の菅原ら(2010)が平

成 23 年度から完全実施される学習指導要領におい

て小学校理科学習時間の増加(小学校 3~6 年の 4

年間で 350 時間から 405 時間に変更された)が示さ

れたこと、「博物館や科学学習センターとの積極的な

連携、協力を図ること」が明文化されたことを受けて、

小学校教員が望む支援内容を把握するために小学

校教員を対象に小学校教員の実態や科学館に対す

る意識のアンケートを実施している[3]。 

奈良県立教育研究所の山本剛(2014)は平成 20

年度小学校理科教育実態調査及び中学校理科教

師実態調査に関する報告書を受けて、奈良県小学

校の教員の理科教育に関するアンケートを実施[4]し、

教員のニーズに応じた支援策の模索を行っていた。 

以上[1]から[4]の報告から見えてくるのは、理科教

育に果たす教員の影響力は大きいが、支援が必要

である。支援内容の充実に当たっては、教員個々に

希望する内容が異なっており、その実態に併せた支

援を行うことで、社会に貢献する人材を育てられるこ

とにつながると考えられる。 

そこで教員の養成を行っている宮城教育大学生と、

教育に力を注いだプランを立てて実践している地方

中小都市で、およそ 3 万人の人口を抱える角田市内

の小学校教員を対象に理科教育や研修に関する意

識調査を実施した。学生と教員の意識の比較を行い、

これからの教員のニーズに沿い且つ、充実した研修

の活用につなげていくための基礎資料することで、

理科教育の発展や推進につながるのではないかと考
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え、アンケート調査を実施することに至った。 

 

2. 研究方法 

  宮城教育大学に在学する学生と「角田市学力向

上ゆめプラン」を実行している角田市内の小学校教

員を対象にアンケートを実施した。学生へのアンケー

ト実施は、宮城教育大学は教員養成の大学であり、

これから教員を目指す学生が多いことから、その学生

が抱いている理科教育に関する不安や問題点を明ら

かにしたいと思い、アンケートを実施した。質問項目

は 11 問で、主に理科教育に関する意識、理科学習

に関する意識、研修に関する意識を問う内容である。

すべての質問を選択式にし、また質問は紙ではなく

Google フォームを利用した Web によるアンケートを

行い、回収の手間を省くなど回答者の負担の軽減と

同時に回収率の向上を図った。角田市内の小学校

教員を対象としたアンケートでは、角田市教育委員

会に協力を得て、質問紙によるアンケート調査を実

施した。アンケート項目は山本剛(2014) の文献 [4]

を参考にし、学生のアンケート 11 項目に加え、学年

や理科の研修、演示実験等 14 項目を加え、計 25 項

目で行った。アンケート項目は 134-135 ページに記

載する。尚、今アンケートは 25 項目であるが、記載し

ているアンケート項目は本研究報告で扱った16項目

である。 

 

3. 1 アンケート結果 

 アンケートの回答では宮城教育大学生は３年生を

中心に 185 名（男子 63 名、女子 121 名、不明 1 名）

で回収率は 70.3%であった。また角田市内の小学校

教員 75 名（男性 42 名、女性 33 名）の回答データを

得た(回収率 78.9%)。この二つのアンケートで共通

する項目について比較を行い、今回は「実験器具・

薬品の扱いについて」のデータと「各学年の理科学

習で難しいと思う内容」のデータを示す。実験器具や

薬品名は、現行の東京書籍「新しい理科」[8~11]に

記載されているものから抽出した。 

 
図 1 実験器具・薬品の取り扱いについて 

 
図 1 は「あなたが以下の実験器具の使い方や薬品

のつくり方で難しいと感じるものは何ですか。」の質問

の回答を割合で示したグラフである。全体的に教員

より学生が多くの実験器具の扱い方や薬品の使い方

で難しいと感じていることが示された。特に電流計、

電圧計、検流計が突出して学生が苦手であると感じ

ていることが分かる。反対にうすい塩酸や水酸化ナト

リウム水溶液のつくり方では学生より教員の方が難し

いと感じる割合が高くなっていることが示された。 

続いて、図 2～5 は第 3 学年から第 6 学年におけ

る宮城教育大学生と角田市内の小学校教員が苦手

と思う理科の学習内容を割合で示したグラフである。

縦軸の数値は％で示した。学習内容は東京書籍「新

しい理科」[8～11]に記載されているものである。 

第3学年から第6学年の学習内容すべてに共通し

て物理、地学分野の内容は学生が難しいと感じてお

り、生物内容については小学校教員の方が難しいと

感じていることが示された。また図 6 ではすべての学

年の難しいと思う学習内容で割合が高かった上位 10

項目をまとめた表である。この図 6 より 10 項目中 8

項目において学生と小学校教員が選んだ難しいと思

う学習内容が同じであることが明らかとなった。
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図 2   第 3 学年 難しい学習内容 

 

 
図 3 第 4 学年 難しい学習内容 

 

 

図 4 第 5 学年 難しい学習内容 

 

 
図 5 第 6 学年 難しいと思う学習内容 

 

学生 角田市

チョウを育てよう チョウを育てよう

 物の体積と温度 太陽のかげの動きを調べよう

 月や星の動き  月や星の動き

 魚のたんじょう  魚のたんじょう

 電流がうみ出す力  電流がうみ出す力

 人のたんじょう  天気の変化

 太陽と月の形  太陽と月の形

 大地のつくり  大地のつくり

 変わり続ける大地  変わり続ける大地

 水溶液の性質とはたらき  水溶液の性質とはたらき  

図 6 難しいと思う学習内容上位 10 項目 

 

3. 2 カイ二乗検定の結果 
宮城教育大学生と角田市内の小学校教員のアン

ケート結果から、教員と学生の難しいと感じる理科指

導項目に着目して有意差が見られるかどうかを調べ

るためにカイ二乗検定を行った。その結果、実験器

具・薬品では電流計、検流計、電圧計、顕微鏡、星座

早見表の 5 つにおいて学生と教員に有意差(p<0.05) 

がみられた。理科学習内容で難しいと思う学習内容

は第 3 学年では「春のしぜんにとび出そう」「風やゴム

を動かそう」「明かりをつけよう」「明かりをつけよう」「物

の重さをくらべよう」、第 4 学年では「あたたかくなる

と」「電気のはたらき」「物の体積と温度」「自然のなか

の水のすがた」「寒くなると」「物のあたたまり方」、第 5
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学年では「魚のたんじょう」「花から実へ」「電流がうみ

出す力」「ふりこのきまり」、第 6 学年では「てこのはた

らき」「水溶液の性質とはたらき」「電気と私たちのは

たらき」の項目で有意差(p＜0.05)が見られた。 

 

3. 3 考察 

現職教員と学生との間で有意差が認められた、

「実験器具・薬品の取り扱い」の中で、難しいという回

答の多かった５つに関しては、学生側の経験不足が

一因にあると考えられる。平田ら(1995)は小学校教

諭の何らかの困難を感じる分野の調査分析において

[6]、物理領域および化学領域の実験・観察等に対

する困難性で「薬品の調整や取り扱い」「電気回路の

取り扱い」を指摘している。その理由として「経験が無

くとりつきにくい」という回答が 4 割を超えているという

記述がある。また下條(2001)は教育学部の理科生と

非理科生の間にあるカリキュラム上の理科科目の履

修の差も挙げられている[5]。我々の結果からも小～

高等学校時における理科の実験・観察の不足によっ

て起きる体験の無さが、大学生の実験器具や薬品の

取り扱いに対する苦手意識を引き起こし、理科実験

を指導する際の困難性を高めていると考える。教員

になることである程度実験器具や薬品を扱うようにな

ると、経験を積むことによって苦手意識が解消されて

はいくが、すべてが経験で解消されるわけではないこ

とも現職教員と学生が共通に苦手と答えたものの重

なりの多さが示している。いずれにせよ平田ら(1995)

が報告した 1995 年以降では現在まで 3 回学習指導

要領が改定された(1998、2008、2016)が、小学校理

科における問題点の改善につがることはなく、その後

改訂された指導要領の下で学んできた今の学生にも、

1995 年以前と同様の傾向を示している。これは、より

大きな学習指導要領の改訂、あるいは社会の意識改

革がなされなければ、この問題は解決されないものと

考える。 

 もうひとつの着目点として学生より教員の方が指導

が難しいと示している「うすい塩酸」と「水酸化ナトリウ

ム水溶液」のつくり方についてである。これは学生時

代に試薬調整についてよく理解していなかった、ある

いは自分で調整する体験をしてこなかったために、

学校現場で自らが授業で扱うようになって難しいと感

じたと考えられる。こちらも学生時代の経験が乏しい

ことが原因で、そのまま現場に出ても改善されず、ま

た教員側が苦手意識を持つことで支障をきたしてい

ると考える。 

 難しいと思う理科の学習内容では、学生は物理分

野と地学分野が主に指導が難しいという意識を持っ

ていることが明らかになっている。今回のアンケートで

は、学生の高校時の履修科目では物理と地学履修

者は少ない。このことから高校で履修していないため、

物理と地学の内容への理解が乏しく、理解が不十分

であるために苦手意識をもっていると考えられる。カ

イ二乗検定で有意差が出た理科科目でいずれも学

生の割合が高いのは物理と地学内容であり一致して

いる。逆に角田市内の小学校教員は生物分野に指

導が難しいと思う人が多いことが明かになった。「教

員の仕事と意識に関する調査」(2016)[7]では 94.5%

の小学校教員が授業の準備時間が足りないと回答し

ており、生物ではチョウの飼育、魚や植物の世話をす

る時間がないことや、季節や気候を考えて授業を組

み立てていくことの難しさが原因であり、教職経験を

重ねることで自然現象を相手に授業に組み込むこと

やタイミングを合わせた学習計画を立てる難しさを実

感していることに要因があると考えられる。 

 図 6 より、宮城県の地方自治体である角田市の小

学校教員の指導が難しいと思う学習内容の上位 10

項目の内、8 項目が本学の大学生の回答結果と一致

し、現職教員も学生と同様に難しいと思う学習内容で

あることが示された。このことから学生時代の苦手意

識が教員となって根強く残ってしまっていることが一
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因である考えられ、同時に教員が指導する子供達に

その学習内容が難しいと脳裏に深く刻むような、ある

いは肌で感じさせる指導をしてしまっているとも考え

られる。 

 

4. まとめと今後の展望 
本研究では宮城教育大学生と角田市内の小学校

教員を対象に、学生と教員の理科の学習内容や実

験器具に対する意識調査を行った結果、実験器具

では教員より学生の方が取り扱いを難しいと感じてい

ることが明らかになり、そのうち電流計、検流計、電圧

計、顕微鏡、星座早見表の 5 つが現職教員と比べ、

言わば苦手意識が顕著であることが分かった。また

各学年の学習内容の意識では、学生は物理分野と

地学分野の学習内容に苦手意識を抱いており、教員

は生物分野において学生よりも指導が難しいと感じ

ていることが明らかになった。 

 現職教員と学生との間で有意差が出た実験器具に

ついては、いずれもが物理と地学分野で扱う器具で

あり、学生の指導が難しいと思う理科学習内容の傾

向と同様であった。学生の高校時の履修科目を見る

と化学と生物が多く、物理と地学は少ない傾向にある。

このことから小学校、中学校までしか物理と地学を履

修しておらず、知識や経験が乏しいために、学習内

容の専門的な理解が不十分で、苦手意識を持つこと

が考えられる。学生の指導が難しいと思う学習内容

の上位 10 項目の内 8 項目で教員と重なっていること

から、学生の苦手意識が教員になっても根強く残っ

ていると考えられ、学生の知識や経験の不足は深刻

な問題であろう。 

2001 年には教員養成のためのカリキュラムにおい

て、教養科目、教育学・心理学などのいわゆる教育

科学、教科等の内容学、 教科教育法、子どもへの

理解と実践的能力をつける教育実習などから構成さ

れ、いずれも重要であると、下條(2001)は述べている

[5]。しかし、不登校といった社会的課題、情報化、 

国際化、障害児と健常児の混合教育などへの対応な

ど、教員養成大学もその対応を求められ始め、教員

になる学生は広い教員的資質が必要であるとも指摘

された。 

加えて現在の学校現場では、いじめ対応や保護

者対応に追われ、教科指導準備に十分な時間が割

けない問題が顕在化している。また、大学で理科を

専攻していない学生は理科を学べる機会が限定され

ている。しかし高校で自分が選択して来なかった理

科の分野については、学生が教員になり、自ら研鑽

を積まない限り、小中学校で吸収した知識に頼って

授業をしていかなければならない。 

  2001 年度の新学習指導要領で新しく導入された

「理科総合 A」等の総合的内容の理科科目を充実し

ていくことや、教員の生涯教育を重要な課題であると、

当時は指摘された。そして現在まで学習指導要領は

二度の指導要領改訂が告示(2008、2016)されたが、

当時の指摘された問題点が改善されているとは言い

難い。近い将来教員を担う学生や中小都市の現職

教員のアンケート結果からは平田ら(1995)の報告以

降、殆ど抜本的な理科教育への不安や難しさといっ

た指導上の問題点が解消されているとは言えない状

況を示すこととなった。 

本研究においても、高校理科の分野選択制による

履修科目の絞り込みや大学の理科講義の未履修に

よる経験不足が、学生の理科への苦手意識につなが

っていると考えられる結果が示された。今後、教員の

理科学習指導における指導の困難さを解消していく

ためには、学生時のカリキュラムの見直し、例えば高

校時における分野選択制の見直しや、大学で学生

が高校時に履修してこなかった理科分野を必修にす

る体制を整備するなど現学習指導要領改訂以上に

思い切った改革が必要となると考える。 
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本研究報告で扱ったアンケート１６項目 
Q1 年齢  Q2 性別 Q3 現在担当している学年 Q4 大学での専攻 
Q5 中等、または高等学校の理科免許を所有していますか  
Q6 高等学校の時にあなたが履修した理科の分野は何ですか。すべて選んでください。 
・総合的な理科 ・物理 ・化学 ・生物 ・地学 ・その他  
Q7 あなたは小学校「理科全般」の内容についてどのように感じていますか。最もあてはまる項目を選ん

でください。  
あなたは小学校理科「物理分野」の内容についてどのように感じていますか。最もあてはまる項目を選ん

でください。   
あなたは小学校理科「化学分野」の内容についてどのように感じていますか。最もあてはまる項目を選ん

でください。  
 あなたは小学校理科「生物分野」の内容についてどのように感じていますか。最もあてはまる項目を選

んでください。   
あなたは小学校理科「地学分野」の内容についてどのように感じていますか。最もあてはまる項目を選ん

でください。  
Q8 あなたは小学校理科「理科全般」の指導についてどのように感じていますか。最もあてはまる項目を

選んでください。  
 あなたは小学校理科「物理分野」の指導についてどのように感じていますか。最もあてはまる項目を選

んでください。 
あなたは小学校理科「化学分野」の指導についてどのように感じていますか。最もあてはまる項目を選ん

でください。   
あなたは小学校理科「生物分野」の指導についてどのように感じていますか。最もあてはまる項目を選ん

でください。   
あなたは小学校理科「地学分野」の指導についてどのように感じていますか。最もあてはまる項目を選ん

でください。  
Q9 あなたは小学校理科「理科全般」の実験・観察についてどのように感じていますか。最もあてはまる

項目を選んでください。   
あなたは小学校理科「物理分野」の実験・観察についてどのように感じていますか。最もあてはまる項目

を選んでください。   
あなたは小学校理科「化学分野」の実験・観察についてどのように感じていますか。最もあてはまる項目

を選んでください。  
あなたは小学校理科「生物分野」の実験・観察についてどのように感じていますか。最もあてはまる項目

を選んでください。  
あなたは小学校理科「地学分野」の実験・観察についてどのように感じていますか。最もあてはまる項目

を選んでください。 
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Q10 あなたは、児童が理科の学習に対する理解を深めるために、次のことでどれぐらい重要であると思

いますか。それぞれについて最もあてはまるものを選んでください  
・科学に興味・関心を持つこと ・理科が日常生活にどのように関係しているか理解すること 
・実験や観察を行うこと ・順序立てて考えたり、手続きを考えたりすること ・コンピュータを活用すること 
Q11 あなたが３学年の理科の学習内容の中で、指導が難しいと感じるものは何ですか。あてはまるもの

すべて選んでください。 
・春のしぜんにとび出そう ・たねをまこう ・チョウを育てよう ・こん虫を調べよう 
・太陽のかげの動きを調べよう  ・太陽の光を調べよう ・風やゴムを動かそう  
・明かりをつけよう     ・じしゃくにつけよう  ・物の重さをくらべよう   
Q12 あなたが４学年の理科の学習内容の中で、指導が難しいと感じるものは何ですか。あてはまるもの

すべて選んでください。  
・あたたかくなると ・動物の体のつくりと運動 ・天気と気温 ・電気のはたらき ・暑くなると 
・月や星の動き ・すずしくなると ・とじこめた空気と水 ・物の体積と温度 ・水のすがたと温度 
・自然のなかの水のすがた ・寒くなると  ・物のあたたまり方  ・生き物の１年を振り返って  
Q13 あなたが５学年の理科の学習内容の中で、指導が難しいと感じるものは何ですか。あてはまるもの

すべて選んでください。  
・天気の変化 ・植物の発芽と成長 ・魚のたんじょう ・花から実へ  
・台風と天気の変化・流れる水のはたらき ・物のとけ方 ・人のたんじょう 
・電流がうみ出す力 ・ふりこのきまり  
Q14 あなたが６学年の理科の学習内容の中で、指導が難しいと感じるものは何ですか。あてはまるもの

すべて選んでください。 
・物の燃え方と空気 ・動物のからだのはたらき ・植物のからだのはたらき  
・生き物のくらしと環境 ・太陽と月の形 ・大地のつくり ・変わり続ける大地  ・てこのはたらき   
・水溶液の性質とはたらき ・電気と私たちのはたらき ・地球に生きる  
Q15 あなたが理科の学習内容の指導で難しいと感じさせる原因、課題は何ですか。次の項目から３つ(3
つ以下でも構いません)選んでください  ・授業研究の時間が取れない  
・研修会に参加しにくい ・準備に時間がかかる ・教科書通りの結果が出ない 
・器具が不足していている ・理科室の調整が難しい ・苦手意識がある  
・安全配慮が不安 ・生活経験が不足  
Q16 あなたが以下の実験器具の使い方や薬品のつくり方で難しいと感じるものは何ですか。あてはまる

ものすべて選んでください 
・ルーペ ・遮光プレート ・電流計 ・検流計 ・電圧計 ・光電池 ・電源装置 ・電磁石  ・方位磁針   
・ガスバーナー ・ガスコンロ ・アルコールランプ ・棒温度計 ・漏斗 ・メスシリンダー ・うすい塩酸  
・水酸化ナトリウム水溶液 ・BTB 溶液 ・上皿天秤・電子天秤・気体検知管・ふりこ・顕微鏡・星座早見表
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